
概要 / 目的:

フッ化物塩冷却型高温炉（FHR）

フッ化物塩冷却型高温炉（FHR）は、固体セラミック燃料と溶融塩冷却材を用いる
もので、600℃～700℃の熱を生成します。本ウェビナーではFHRの主な設計の特

徴と、安全解析及び許認可に向けた技術基盤開発に関する最近の活動を紹介し
ます。

講演者紹介:

Per F. Peterson氏は、 California大学Berkeley校、原子力工学
科のWilliam and Jean McCallum Floyd基金の議長を担当し、

原子力関連材料や廃棄物管理に関する安全性やセキュリ
ティの研究に加えて、高温核分裂エネルギーシステムに関す
る研究に従事しています。2002年に評価手法グループのメン

バーとして第４世代炉ロードマップの作成に参加し、核拡散抵
抗性・核物質防護WGの副議長を務めました。1990年代の研
究では、GE ESBWRやWestinghouse AP-1000の受動安全シス

テムの開発に貢献しました。現在の研究グループでは、主に、
伝熱工学、流体力学、新型炉の規制と許認可をテーマとして
います。

https://gif.jaea.go.jp/webinar/index.html#webinar008


1. FHRは多様な分野の経験や技術を活用
FHR設計概念は、軽水炉の受動安全、ナトリウム冷却高速炉、高温ガス炉、溶融
塩炉、ガス複合発電のような多様な分野の経験、技術を活用している。

2. これまでの研究開発によるFHRの技術基盤の発展
FHRの概念検討や関連技術の各種試験を通じて、FHRの技術基盤の発展や成
果のドキュメント化が行われてきた。



3. Mk1 PB-FHRの主要諸元
炉心: ペブルベッド燃料による環状炉心構造、熱出力: 236MW、
電気出力: 100MWe(通常時), 242MWe(ガス火力追加時、ピーク電源用)

4. Mk1 PB-FHRの冷却系統図
炉心で発生した熱は、溶融塩冷却材と空気の間で熱交換を行う熱交換器(CTAHS)
を介してエネルギー変換システム（発電システム）に熱を伝達する。
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5. Mk1 NACCの機器配置

エネルギー変換システムは、空気を作動流体としたブレイトンサイクル複合発
電システム（NACC: nuclear air-baryton combined-cycle ）を採用。

6. Mk1 PB-FHR 12ユニットから構成される発電プラント概念
12ユニットの合計で、ベースロード電源として1200MWeの発電能力を有し、さら
にピークロード調整用としてガス火力からの熱を追加することにより2900MWe
の発電が可能になる。




